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次期弘前大学学長には，本学の持続的な発展へ向けた明確な将来構想を有するとと

もに，それを実現するため，大学の個性や能力を最大限発揮した戦略的な運営を期待

する。あわせて，「地域活性化の中核的拠点の役割を追求する。」という基本方針を踏ま

えた大学改革の継承及び一層の推進を図っていくことが求められる。 

以上を踏まえ，学長候補者には，人格が高潔で，学識に優れ，かつ大学における教

育研究活動を適切かつ効果的に運営することができる能力を有する者で，以下に掲げ

る資質・能力を兼ね備えた者とする。 

 

 

１．学長のリーダーシップによる全学的な合意形成を重視し，弘前大学の課題解決と

目標達成を果たしていくことができる者であること。その際，教育研究活動を一層推

進するための明確なビジョンと具体的な方策を有し，それを実現することができる者

であること。 

 

２．地域活性化の中核的拠点としての機能の充実を図り，地域の自治体や企業，市民

活動団体等と連携を強化していくため，地域社会との信頼関係を築き，幅広い理解と

協力を得ることができる者であること。 

 

３．大学の国際化を加速し，多様性のある大学づくりを推進するため，国際的な視野

をもって大学運営を行うことができる者であること。 

 

４．社会の現状と未来を見据えて大学としてのオピニオンを国内外へ発信することが

できる者であること。 

 

５．社会の変化や未来を見据えた組織運営の改革と機能強化を推進する明確なビジョン

を示し，それを実行することができる者であること。 


